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要旨 

技術的にはすぐれた新潟県金属加工業の情報化レベルに関する実態調査を行い、情報化

の遅れが経営状況に悪影響を及ぼしていることがわかった。そこで大学の地域貢献として、

独自のウエッブサービス「金属加工市」を立ち上げ、外部からの受注できるようにした。

現在さらに使いやすくする為の試作改良を繰り返している。 
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Abstract 

  Questionnaires Surveys on the use of IT for business for Niigata metal processing companies 

showed a good regression between the IT level and business results. Based on these results, a new 

web service contributing to obtaining new orders for the small metal processing companies in the 

local was set up by us and now under improvement for the better system.  
 

1. 緒 論 

 新潟県には、売上 1000億円以上の大企業
は数少なく、5000社以上の中小企業の集合
であり、それも大多数が従業員 20人以下の
小規模下請企業である。それらの中には、

燕･三条の金属加工業や、五泉や見附の繊維

加工業に代表されるように、世界レベルで

評価される程の特殊な優れた堪能技術を有

する企業群も少なくない。しかしこれらは、

自社独自の完成品を持つものは少なく、全

国展開しているDIYスーパーやアパレル産
業等の卸業や元請企業にコントロールされ

ていて、独自の販売システムを持っていな

いのが特徴である。したがって、昨今のよ

うに中国等の安い生産手段が出現すると、

たちまちそれらにシフトされ、高齢化によ

る後継者難とも相まって廃業する企業が多

くなっているのが現状である。 
問題は、最近の急激な情報化の進展によ

り、自らの合理化・コストダウンのために、情報
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技術（IT）による合理化を必死で推進している
大企業を中心とする、東京地区とは次第に

情報格差が広がってきていることである。

元来これら中小企業は、自社の得意とする

生産技術にのみ特化し、最新の ITのための
技術者を雇用する余裕がないのが実情であ

る。本新潟県は、統計上ではハードとしての

IT化は、全国平均であると自称しているが、活
用実態はむしろ後進県である。情報化を自負

する新潟国際情報大学として、NPO 的あるい
はボランティア的にこれら企業のためにホーム

ページを作成し、BtoB の受注を可能にするこ
とにより地域社会に貢献することは、情報の大

学としての責務であろうと考えた。そのひとつ

がこの金属加工市である。 
 

2. 燕･三条金属加工業の実態 

 典型的新潟中小企業群として、まず燕･

三条金属加工業をとりあげた。元来本金属

加工業は 300年前の江戸時代、雪に悩まさ
れた農家の家内副業としての和釘生産に始

まり、煙管、矢立等へと発展する。以来時

代・市場ニーズの変化に対応して、常に素

材・加工技術を進歩させ次々とその製品を

変えてきた軌跡は、図-1 に示したとおりで
ある[1]。特に最近では加工の難しいチタン、
マグネシウム合金等の新加工技術を確立し、

ゴルフクラブ、カメラ筐体、コンピュータ

ケース等、次々と新製品を開発し、現在の

燕金属加工業へと発展してきたことは有名

である。 
 

図-1 燕地区金属加工業新製品開発の軌跡図 
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このように燕金属加工業は、過去 300年
以上にわたっていろいろの社会情勢の変化

に翻弄されてきたが、その都度団結して新

たな技術、新たな製品分野に果敢にチャレ

ンジし、それを克服し発展してきたのであ

る。現実に燕市の事業所は約 80％が金属加
工業関連であることは、それをよく物語っ

ている[1]。 
 
3. 燕･三条企業の情報化の実態 

筆者が 2001 年 11 月に燕･三条地区製造
業 300社に対して行った情報化の実態調査
結果（有効回答 90社、回収率 30％）[2]を、
同時期の全国[3]および新潟県内調査結果
[4]と比較すると、図-2のようになる。これ
から明らかなように、燕･三条地区は全国、

県内と比較してもインターネット化が遅れ

ていることがわかる。 
図-3は Inet利用目的の比較であるが、電
子メール、ホームページ（HP）、情報収集、
B2B 等の利用目的がほぼ同じ割合で多岐
にわたって割れていることから、それらの

情報化のレベルに差があることが予想でき

る。 
図-4は HP開設状況の比較であるが、い
ずれも燕･三条地域が全国的にも県内でも

遅れていることがよくわかる。 
 

図-2 インターネット導入状況の比較 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 燕･三条製造業の Inet 利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 製造業 HP 開設状況（3調査比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1  IT 化段階による分類の試み       

燕・三条地域の製造業の情報化のレベル

を測定するため、情報化段階を表-1 に示す
ように 5段階に分類した［5］。図-5に示す
ように、PC 未保有企業が最も多く、IT 化
が遅れていることがわかる。B2B/B2C利用
企業数が高い数字になっているのは、IT段
階の高い企業の方が回答率が高かったため

と予想されるので、実態はもう少し低い割

合であろう。 
84.9

72.5

63.6

7

21.9

12.7

8

5.6

23.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

新潟県内

燕・三条地域

導入済 検討中 予定なし等

66.0%

45.6%

40.5%

23.7%

28.2%

28.5%

10.3%

22.3%

31.0%

0.0%

3.9%

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

新潟県内

燕・三条地域

開設している 開設準備または検討中 開設予定はない その他

47.6
45.2 45.2

42.9

21.4
19.0

4.8

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

電
子

メ
ー

ル
に
よ
る
作
業

の
効
率
化

自
社

の
H
P
に
よ
る
宣
伝

関
連
企
業
等

の
一
般
情
報

の
収
集

受
注
情
報

の
収
集

（
B
t
o
B

）
・
新
規
顧

客

の
獲
得

ネ

ッ
ト
販
売

（
B
t
o
C

）

社
内

・
社
外

と
の
情
報
共
有
化

無
回
答

%

研究会Temp 
－21－



4 

��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������

������������������������
������������������������
������������������������

������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������

Eメイル
12%

HP発信
8%

B2B/B2C
27%

Inet未接続
14%

PC未保有
39%

表-1 情報化レベル 

 
図-5 燕・三条の情報化レベル 

 

 

 

 

 

 

 

3.2  大学への期待 

大学に対する期待の調査では、HP 作成
の希望に対しては、図-6のように IT化の段
階が高いほど希望する比率が高いことがわ

かった。これは IT 段階の低い企業では、
HP の意味するものが、十分に理解されて
いないためと考えられる。 
一方、講習会実施に対する要望は、HP
の作成と違い、図-7 のように、情報化段階
の最も低い企業と高い企業では不要で、講

習会を希望する企業はそれほど大きな差は

ない。これは講習会を希望する企業は、情

報化レベルに応じてそれぞれの問題を抱え

ていて、各情報化レベルに応じた講習会を

希望しているということである。しかし PC
未保有の企業では、経営者が高齢者か、情

報化の意義を理解していないためと思われ

る。また情報化レベルの高いところでの講

習会を希望しない企業は自分で努力して解

決できるだけの力を有するということであ

ろう。 

図-6 HP 作成に対する要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 レベルに応じた講習会の実施に対する要望 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

4. 新潟市の IT 化状況 

筆者は、2002 年 11 月新潟市の金属加工
企業 400社に対して情報化レベルの調査を
行い、125社（回答率 31％）から回答を得
た[6]。回答者の情報化レベルは図-8のよう
であり、燕･三条地区に比し、PC 未保有の
割合は低く、また 5 段階の B2B/B2C 利用
者の割合が高いことが特徴である。これは

新潟市の方が企業規模が大きいこと、又大

企業の支店が含まれていたためである。 
図-9 は各企業の情報化レベルと経営状況
の関係を見た結果であるが、情報化のレベ

ルが高いほど経営状況がよく、情報化レベ

ルと企業の経営状況に相関関係がうかがわ

れることがわかった。 
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第 2段階 PC は保有するが Inet は未利用 Inet 未保有 

第 3段階 Inet をホームページ閲覧、電子メイルに利用 E メイル 

第 4段階 自社のホームページをもち情報発信に利用 HP 

第 5 段階 Inet を情報共有し B2B/B2C に利用 B2B/B2C 
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図-8 新潟市金属加工業の情報化 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図-9 情報化レベルと経営状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上の結果から情報化が遅れている新潟

県の中小企業にとって、本学学生が HP を
作成してあげ、全世界からの受注が可能に

なるような情報化システム作成に協力する

ことが、最大の地域貢献であると考え、こ

の実現を試みた。 
 
5. 地域貢献ポータルサイト open.nuis.jp

の設定 

現学術情報センタによる SINET は制約
が多く、地域特定企業情報を発信すること

はできない。そこで新たに地域貢献のため

の新潟国際情報大学発ポータルサイト、

@open.nuis.jpを設定し、掲載を希望する金
属加工企業（約 20社）のための HPを学生
のボランティア活動により作成した。 

 
 
 
 
 

 

図-10 ＠open.nuis.jp の HP 
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図-11 金属加工仮想市 

  
 
 
 
 
 

 

図-12 仮想市需要･供給マッチングシステム構想 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6. 新潟・金属加工市 [7],[8],[9] 

この金属加工市という概念は、地域で開

かれる市(いち)からヒントを得たものであ
る。 
市は、いろんな商店が店を連ねており、

その中をお客さんが見て回り、自分にとっ

て必要・最適なモノを各店から選定し買い

集める。これを適用して､図-11のように各
工程の金属加工業者はお店に相当し、発注

者が各工程を見て廻って加工業者を選定し、

一貫した製造工程として製品を完成するこ

とができるようにすればよい。これを加工

業者側から見れば、協同で1つの製品加工の
注文を受けたことになる。これが金属加工

仮想市の仕組みである。 
図-12は、この金属加工市構想における発

注者と受注者のマッチング･プロセスを表

示したものだが、発注者は検索により必要
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とする要素加工技術を入力すると、該当す

る会社のURLが出力されるので、それらのHP

をチェックして自分の気に入った会社を決

め、加工条件を交渉し決定する。図-13はこ

の金属加工市の検索例を示すものである。

詳細な加工条件の打ち合わせに当たっては、

勿論相互に電子メイルで直接加工条件等を

交渉することも可能だが、図-14のように、

予め用意した掲示板を使用してそれぞれ発

注条件、工程別加工技術の内容を掲示して

おくことにより大まかな条件を確認した上

で、直接交渉することも可能である。 

このようにして金属加工市による受注は

原則的に可能であるが、現在さらに使いよ

くするための試作改良を繰り返している。

[10] 

 

 

図-13 金属加工市の検索例 
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図-14 掲示板利用による引き合い 
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